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／一一真にマニフェストを実現する政治とは 一一

7月11日の投票日に向けて参議院議員選挙が行われている。各党とも選挙マニフ

ェストを発表し国民の支持を得ようとしている。しかし、真にマニフェストを実現す

る政治を目指しているのが誰なのか、国民は各党の政策を見抜く眼力を養う必要が

ある。

鳩山首相は、先の衆議院選挙で沖縄の普天間基地の県外移転を公約したが、公約を

果たせず退陣した。米海兵隊の沖縄駐留が抑止力になるという米国の力の論理に抗し

きれなかった為である。しかし、辺野古の海を破壊し新しい基地を作ることに対し、

沖縄の人々の支持が得られた訳ではない。ただ、首相の首を代償に政策転換を行った

だけである。マニフェスト破りがこのようにいとも簡単に行われて良いものか。

また、今回の選挙で、管首相は消費税の引き上げ問題を持ち出してきた。先の選挙

で消費税引き上げは行わないと公約してきた問題である。財政再建、年金財源確保、

経済の発展等々が引き上げの理由として上げられている。しかし、消費税値上げは、

その分だけ国民の財布からお金を取り上げると言うことであり、新たな消費不況が生

まれることは必至である。

環境に関する政策もマニフェストでは、地球温暖化対策税の導入をかかげ、エネル

ギーの安定供給体潤確立のため原子力利用に着実に取り組むとしてる。

また大企業の減税とセットの消費税増税が、プラスマイナスゼロで年金財源確保と

なるものではない。

年金制度危機は、大企業の低賃金政策維持の為、若者を中心に広がっている不正規

雇用の拡大にある。今の若者が、学校を卒業しても働く場所が無く、派遣やアルバイ

!､などの不正規雇用で年金も払えず、将来の展望もなく、結婚も出来ないような社会

を根本的に変えてゆくマニフェストの実現が、今度の選挙に求められている真の課題

ではないか。マニフェストの毛針で釣り上げられ、あれやこれやの口実でその実現が

反古にされるような政治を何時までも許してはならない。

（小林麻須男）L
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